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令和 6 年１２月２６日付で火取法施行規則の一部改正が公布され、令和７年１月１５日付で

火取法施行規則例示基準の一部改正が行われました。 

いずれも令和７年１月２６日より施行されています。 

その概要は下記の通りですが、この中でわれわれ火薬商に関係する主な内容は、火薬庫内にお

ける軽微な変更の工事の追加と火薬庫の土堤の内面の勾配を９０度とすることが認められたこ

とです。 

 火薬庫内における軽微な変更の工事として追加された中には、照明設備、警鳴装置の変更工事

があります。 

照明設備の変更工事はＬＥＤ電灯への変更の工事で、これは一般照明用の蛍光ランプの製造・

輸出入が令和９年（２０２７年）までに段階的に廃⽌されることへの対応を促すものですが、Ｌ

ＥＤへの変更工事は、電気工事士による工事が必要ですから注意してください。 

警鳴装置の変更工事は、従来の自動警報装置の陳腐化により修理や交換が困難となっている

のに対して、平成３０年のＪＩＳ改正と令和元年の火取法規則改正によって火薬庫の管理責任

者が定めた代理人（警備業者等）が管理者になることが可能となり、感知部として赤外線感知式

センサ（赤外線パッシブセンサ）が感知部として認められたにもかかわらず、感知部の変更のた

めには火薬庫設置等許可申請と完成検査を受けることが必要であったため、爆薬庫、火工品庫各

１棟を所有する火薬商では事業を継続しながら工事を実施することが困難であった問題を解決

できるものと考えられます。令和元年の火取法規則改正以降、この法令改正が実効性をもつもの

とするため日火連が時間をかけて取り組んできたことが実を結んだもので、多くの会員にとっ

て役立つものとなることを願ってやみません。 

内面が９０度（垂直）の土堤の追加は、火薬庫の新築において必要な面積を小さくできるもの

ですが、土堤の崩壊の防止、土堤の管理における安全の確保等の課題があると考えます。 

 

【省令等改正の概要】 

（１）火薬類取締法施行規則の一部改正 

 ①軽微な変更の工事の追加 
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  火薬類による危害の防止を図りつつ、製造施設における照明設備の変更の工事、火薬庫内に 

  おける照明設備、警鳴装置の変更の工事等について、軽微な変更工事として追加。 

 ②内面が９０度（垂直）の土堤の追加 

  火薬類の万一の爆発に際し、これまでの土堤と同等以上の性能を有することを前提に、内面 

  が垂直かつ土以外の材料の使用を可とする等、新たな土堤を設置するための改正。 

 ③火薬類の安定度試験に関する技術基準の見直し 

  硝酸エステルを含有しない爆薬における安定度試験を実施すべき期間を緩和するほか、輸 

入火薬の国内製造火薬類と同等の試験内容への変更、ＪＩＳ規格に則した安定度試験方法 

の指定や耐熱試験方法への検知管式ガス測定器を用いた方法の追加等の改正。 

 ④住民基本台帳法の改正に伴う見直し 

  火薬類取締法施行規則において引用している住民基本台帳法の条項について、現行法の条 

項に合わせて改正。 

（２）安定度試験機器等を指定する告示の廃止 

（３）火薬庫の所属する事業所の事業の用に供する施設たる保安物件に対してとるべき保安距 

離の告示の改正 

  火薬庫（０．２トン以下の貯蔵量）からもっぱら当該火薬庫の所属する事業所の事業の用に 

  供する第３種、第４種保安物件に対してとるべき距離について、現状所外物件に対してとる 

べき保安距離と同等の距離を確保するための所要の改正。 

 

なお、添付文書の内容は次の通りで、別添３および別添４には目を通して頂くようお願いしま

す。 

◇ 別添１：令和 6年１２月２６日付で火取法施行規則の一部改正（官報） 

◇ 別添２：令和７年１月１５日付で火取法施行規則例示基準の一部改正（変更箇所の抜粋） 

◇ 別添３：上記火取法施行規則一部改正および火取法施行規則例示基準一部改正の概要 

◇ 別添４：蛍光ランプの製造・輸出入廃止に向けた周知について（依頼） 

◇ 別添５：蛍光灯照明器具のＬＥＤ化工事の注意事項 

 

会員各位への周知をお願い致します。 

 

以上  


